
「八
月

・
誓
い
」

　

昭
和
１８
年
４
月
、
日
本
中
の
中
学
校
に
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生

（予
科
練
）
の
勇
ま
し
い
募
集
ポ
ス
タ
ー
が
貼
り
出
さ
れ
た
。
あ
く

ま
で
任
意
の
志
願
者
を
募
る
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
た
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あ
る
中
学
生
は
日
記
に

将
来
は
技
術
者
に
な
り
た
い
の
で
今
は
勉

”’
′

．
」

　

、

　

田

　

強
を
し
て
上
の
学
校
に
行
き
た
い
。
周
り
の
友
達
も
予
科
練
へ
の
志

　

・
三

高

　

願
は
考
え
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
」
と
書
い
て
い
た
。
し
か
し
、
数

影

　

日
後
、
学
校
に
当
中
学
の
卒
業
生
の
予
科
練
生
が
や
っ
て
来
た
。
全

撮

　

校
生
の
前
で
、
予
科
練
へ
の
志
願
を
呼
び
か
け
る
演
説
を
し
た
。
予

科
練
の
制
服
は
水
兵
服
で
は
な
く
真
っ
白
な
七
つ
ボ
タ
ン
の
短
め
の

上
着
と
ス
ラ
ッ
ク
ス
で
光
輝
い
て
見
え
た
。
飛
行
機
で
空
を
飛
ぶ
パ

イ
ロ
ッ
ト
、
そ
し
て
、

２

　

４
歳
で
准
将
校
に
な
れ
る
と
い
う
言
葉
が
魅

力
的
に
響
い
た
。
新
聞
も
大
々
的
に
報
道
し
た
。
周
り
の
同
級
生
は

次
々
と
志
願
書
に
親
の
同
意
を
付
け
て
提
出
し
た
。
志
願
者
の
名
前

が
次
々
に
教
室
、
廊
下
に
貼
り
出
さ
れ
た
。
そ
う
な
る
と
、
志
願
し

な
い
者
は
臆
病
な
卑
怯
者
の
よ
う
に
思
え
た
。
親
と
相
談
し
て
志
願

書
を
提
出
し
た
。
親
も
、
志
願
せ
ず
に
上
の
学
校
に
行
か
せ
て
一
生

肩
身
の
狭
い
思
い
を
す
る
よ
り
は
と
、
同
意
の
署
名
捺
印
を
し
た
。

日
記
に
は

「優
秀
な
飛
行
兵
と
な
っ
て
国
を
守
る
。
」
と
書
い
て
い

る
。
将
来
の
夢
が
堅
実
な
技
術
者
か
ら
勇
ま
し
い
飛
行
兵
と
変
わ
る

の
に
ひ
と
月
と
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

１４
歳
の
少
年
の
心
を
操
る
こ

と
な
ど
、
国
家
に
し
た
ら
容
易
い
こ
と
な
の
だ
。

　

ひ
と
た
び
、
戦
争
へ
の
流
れ
が
生
ま
れ
る
と
そ
の
流
れ
に
抗
し
て

生
き
る
こ
と
は
難
し
い
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
流
れ
に
乗
ら
な
い
と

生
き
て
い
け
な
い
。
戦
争
の
歴
史
が
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
戦
争
と
い
う
流
れ
を
作
ら
な
い
。
な
が
れ
を
生
ま
な
い
。

私
た
ち
は
肝
に
銘
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
８
月
は
そ
の
こ
と
を
誓

う
月
で
あ
る
。

　　　　　

た
ま

幾
万
の
魂
が
燃
ゆ
る
や
曇
殊
沙
華

　

な
お
規

、キ
ー

頒

　

価

地
５

　

ｘ

　
　

　

　

　

　

　　

　

　

市

　　　

ｏ

　
　
　

　

暁
だ 医療箸謝協同組合

理事長 安
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っ て

　　

ｈ　　　　
ｉｊ高の２６０^

　

つてよガつ庭！健康チヤレンご
．^母．母年はｉＨ去品高の２６０^ 以上力キ功＝！

今年の夏は猛暑なので京しい時に歩き体調
は良。 友達に声掛けし、 皆変わりなし（高齢

なので買物、 病院なども一緒に行＜）。
熱中症に注意しながら早朝に畑行きしてい
る（収穫はいまいち）。

初めてのチャレンジ

で、 なんとか目標達

成はしましだ。 目標

を持って行動するこ

とが大切です。

チャレンジは７月で

終わりですが、 夏バ

テをしないために、
８月以降も継続させ
たいと思います。

暑い日が続き、
ウオーキングは

熱中症の危険が
ありできない日

が多かった。

取り組んでみると、 体操をすると

身体が軽＜なる事を実感しました。
６月に参加したハイキングで筋肉

痛がおきなかったのは、 体操の効

果だと思います。

健康チャレンジを

きっかけに、 年間

を通しての健康づ

くりが５年続いて

います。

早朝の畑仕事と水やり、 昼間

の友達・知人との会話、 夕方

の腹筋しながらの台所仕事、
寝る前のストレッチ等、 頑張

らず、 できるだけしました。

一年一年歩行の大切さを痛感。 速さ、
安定を継続することが困難になってい

る。 記録がなければどうしてもさぼり

がちになる。 体力の減少を最ノ」＼限にし

だい。

ウォーキングし

ているときに近

所の人とのふれ
あいもあり、 充

実しています。

大の散歩は欠かすことができ
ず、 良い生活リズムを与えて

もらっている。 途中に出会う

人と気軽に挨拶できる。 良き

相棒に感謝。

時間がなく運動でき
ない時期もあったか、
このチヤしンジがあ

るので運動を継続で
きた。

夏休みに入

ってからは

子どもと－

緒に取組め
ました。

チャレンジ期間は
１１月３０日まで

回

　　

回

回

　　　　　　　

｛

　

結
果
報
告
を
し
た
方
の
中
か
５

抽
選
で
２
干
円
分
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
力
１

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
左
＜
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
弐
寸

か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
兵
庫

県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ヒ
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
参

ド

　　　

加 ム
を 選 結 ぺ
プ で 果 だ

　

－

お
渡
し
し
ま
す
。

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い

加 ム 県 か

　　　

報 務 進 希 の の
＜ ぺ 生 ら

　

バ 渡 告 局 委 望 共 医 毎

員富麗憲三蝋翻選管
ク 合 で ス

　

　

　　

　 　 　 　 　セ 連 き マ

ひ
よ
う
ご
ま
る
ご
と

健
康
チ
ヤ
レ
ン
ジ
２
０
２
８

の
医
療
生
協
や
購
買
生
協
な
ど
と

の
共
催
の
取
り
組
み
で
す
。
参
＝
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人
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会
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作
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班
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く
り
か
ら
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日
本
医
療
福
祉
生
活
協
同
組
合

連
合
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
班
会

は
全
国
の
医
療
生
協
等
に
２
５
９

９
７
あ
り
、
所
属
組
合
員
数
は
「

３
３
ー
５
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す

（数
字
は
い
ず
れ
も
２
０
２
２
年

度
末
時
点
）。

　

だ
じ
ま
医
療
生
協
に
は
現
在
１６

の
班
が
あ
り
、
活
動
状
況
は
下
の

表
の
通
り
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
２

０
２
０
年
度
に
開
催
回
数
・
参
加

者
数
共
に
減
り
ま
し
た
が
、
２
０

２
２
年
度
に
は
大
き
＜
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
コ
□
ナ
が
落
ち
着
い

て
き
て
、

「や
っ
ぱ
り
人
と
の
つ

な
が
り
が
大
事
」
と
い
う
こ
と
の

表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

班
会
の
登
録
基
準
は
、

　

①

最
低
年
４
回
開
催
す
る

②
所
属
組
合
員
が
３
人
以
上

　

③

班
長
が
選
任
さ
れ
て
い
る

の
３
つ
で
す
。
組
合
員
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
班
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
だ
、
班
会
を
開
催
し

た
月
に
は
ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
円
の
班
会
援

助
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
も
班
会
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

兵
庫
民
医
連

　

第
４８
回
学
術
運
動
交
流
集
会

班会を一部ご紹介します

前

　

＝リ

獅凱に部肢中田
班
新

フ

　

、

ル
ぶ

ゴ
や

・

　　　　　　

、

ド
美溺ラ高グ

日

断

　　

十し鞭琢

　　

十しき

　

十し抄鮎
部
卓徽猷鋤

班
う非

は
沸
胴

一

　

球
ラ
卓

蘭乱

　

十
）

部
艶轍州

・
十
一）器

　

つ蝶所会
班
集

ル
森財形

ス
毎

部搬爾謝心
班
中ガ

岬
件
卿

ハ
但

爾乱
郊
乱署部

　　

「
１左加

赫
拙

索
わ

あ
集

部
前轍醐

作胤断
班
釣蝋

伽
折
季

前倒墨

　　

１
Ｖ誠

会
飢

究
が

研
な

理
ん

料
み

班会に参加しだい、 班会の内容について詳しく知りたい、 また班会を作りたいと

いう万は、 左じま医療生協事務局 （電話０７９６‐２４‐７０３５） までご連絡＜ださい。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
タ
１
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
な
っ
て
い
た
学
術
運
動
交
流

集
会
。
次
回
は
２
０
２
４
年
２

月
像
臼

（月
・
振
替
休
日
）
神

戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
の

現
地
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

全
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
る
発
表
で
す
。
参
加
方
法

等
の
詳
細
は
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

だ
じ
弐
か
ら
も
多
数
参
加
し

て
、
久
し
ぶ
り
に
民
医
連
の
仲

間
と
交
流
し
ま
し
よ
う
ー

班会開催状況
２６４２

ー

　　　　

　　　

　
　
　　

　

が
Ｗ

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

　　　　

０

０

　　　　

５

　　　　

０

　　　　

５

　　　　

０

　　　　

５

３

　　　　

２

　　　　

之

　　　　

１

　　　　

１

Ｕ^
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委
員
会
だ
よ
り

第
２２
回
健
康
ま
つ
り

　　　　

実
行
委
員
会

　

１

　

０
月
翌
日
（日
）
４
年
ぶ
り
に
健

康
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
に

向
け
て
５
月
に
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
毎
月
会
議
を
開
い
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
組
合
員
・

職
員
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の
と

な
る
よ
う
、
委
員
に
は
各
支
部
の

支
部
長
を
は
じ
め
、
組
合
員
活
動

委
員
長
・
副
委
員
長
、
健
康
推
進

委
員
長
・
副
委
員
長
、
編
集
委
員

長
、
診
療
所
及
び
介
護
事
業
所
事

務
長
等
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
五
荘
小
学

校
の
金
管
バ
ン
ド
を
、
昼
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
尼
崎
か
ら

「琉
球
国
祭

太
鼓
」
（エ
イ
サ
ー
の
グ
ル
ー
プ
）

を
お
招
き
す
る
「しと
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
各
支
部
・
職
員
が
、

食
べ
物
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
店
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
頂
き
、
秋
の
一
日
を
お
楽

し
み
＜
だ
さ
い
。

　

組
合
員
の
高
齢
化
が
進
み
事
前

準
備
が
大
変
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
テ
ン
ト
を
運
ん
だ
り
、
組
み

立
て
た
り
す
る
こ
と
が
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
手
伝
い

頂
け
る
方
が
あ
れ
ば
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

２０２３年健康まつり
出 演 団 体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊ 禦 瞬 ぎ 撚 ＃

○五荘小学校金管バンド （オープニング）

。糠蜘ｉー愉 蜘。（略称圃，音楽餅 怪警醒
○ 琉 球 国 祭 り 太 鼓 （尼 崎 の エイ サ ー グ ル ー プ）

　　　　　　　　

蝿 “

　

＝

　

ｉ亙

１０時～１３時３０分 （予定）

　　
　　　
　　
　
　

　　　　　

　　
　
　　

　　　　

　

　

　　　
　
　

　　

　
　　

　

た
じ
ま
医
療
生
活
協
同
組
合

第
２２
回
健
康
ま
つ
り
は
い
つ

で
し
ょ
う
？

④

１０
月
割

⑩

１０
月
２２

◎
１０
月
２３

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に

て
、
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
医
療
生

協
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
を

添
え
て

「存
じ
弐
医
療
生
協
ク
イ

ズ
係
」
ま
で
ご
応
募
＜
だ
さ
い
。

川
柳
や
俳
句
、
短
歌
も
募
集
中
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

様
に
、
図
書
カ
ー
ド
を
プ
し
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ご
住
所
、
お
名
前
を

お
忘
れ
な
＜
。
当
選
者
は
次
号
の

る
つ
ぼ
う
通
信
で
発
表
し
ま
す
。

そ
の
さ
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
記
載

を
ご
希
望
の
方
は
、
併
せ
て
ご
記

入
＜
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
１０
月
１５
日
で
す
。

ご
意
見
ふ
し感
想
よ
り

●
健
診
、
予
防
接
種
な
ど
で
い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

診
療
所
の
皆
さ
ん
に
は
何
時
も
丁

寧
に
対
応
し
て
頂
き
、
ま
た
健
診

結
果
の
説
明
な
ど
も
分
か
り
や
す

　

＜
し
て
頂
き
、
ま
た
来
年
も
お
願

　

い
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

●
い
つ
も
、
色
々
な
地
域
の
情
報
な

　

ど
が
あ
り
楽
し
＜
拝
見
さ
せ
て
頂

　

い
て
お
り
ま
す
。

身
近
な
万
の
情
報
や
し
シ
ビ
な

　

ど
、
興
味
が
湧
き
、
と
て
も
読
み

　

や
す
い
で
す
。

　

今
回
の
支
部
通
信
に
あ
い
う
べ
体

操
、
べ
□
回
し
か
あ
り
、
□
腔
の

　

ケ
ア
ガ
大
事
な
事
の
再
確
認
さ
せ

　

て
頂
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
舌
の
位
置
も
最
近
は
意
識

　

し
、
上
顎
の
後
ろ
に
付
け
る
様
、

意
識
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
答
え
は
「④
駄
坂
」
で

し
た
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結

果
、
次
の
万
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
キ
ン
セ
ン
ス
さ
ん

　　　　　　　　

（豊
岡
市
）

ツ
ク
ネ
さ
ん

　　　

（香
美
町
）

空
転
の
わ
た
し
さ
ん

（朝
来
市
）

ん

鳥

　

ど

き

　

う

ト

焼

・
・

：

み

ツ

　

夷

ぶ

た

ケ

　

亥

や

き

‐

　

Ｌ上記以外にも他団体や職員が食べ物等の出店を予定しています。
た〈さんのご来場をお待ちしています。

ぷ
渉
外

や

き
豆
製
ト

　
　
　

新
鮮
胴

い

　

輪

城

ざ

　

竹

　

亀

ん

　

き

ぜ

　

焼

ト

　
　一マ一

支部出店内容

　

店

　

ん

　

一

　

茶

　

は

リ

　

喫

　

ご

　

フ

　　

：

　

／
＼

　　

、

　

筋

　

や

　

菜

容

　

中

　

か

　

野

内

　

・

　

．
．

－
・

田

　

美

高

新

神

　

日

１
蔑

０１０

　
　

　

　
　

斜
臨
御
机

ラ
醸
０７９

卵

　
　
ｉｎｆｏ＠ｔａｉｉｍａ‐Ｃｏｏｐ．ｃｏｍ

だじま医療生協クイズ係
ＦＡＸ０７９６‐２４‐７０１０

　

４

　　　　

６

　

５

　　

１

森
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「生
協
強
化
月
間
」

　

生
協
強
化
月
間
と
は
、
１
９
４

８
年
刊
月
１
日
に

「消
費
生
活
協

同
組
合
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
全
国
的
に

「生
協

を
強
化
す
る
こ
と
」
に
集
中
的
に

取
り
組
む
期
間
の
こ
と
で
す
。

　

コ
□
ナ
禍
で
社
会
的
つ
な
が
り

が
薄
く
な
り
、
困
り
ご
と
が
あ
っ

て
も
相
談
で
き
な
い
と
い
う
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
あ
っ
て
も
、
お
互
い
の
困
り

ご
と
を
言
い
合
え
る
つ
な
が
り
づ

く
り
を
す
す
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
＜
の
方
に
医
療
生

協
の
魅
力
を
伝
え
、
新
し
い
仲
間

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
増

資
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
た

「生
協
強
ィ
月
間
」
が

　

ま
り
ま

じ
ま
医
療
生
協
を
大
き
＜
、
強
く

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
年
の
生
協
強
化
月
間
で
は
、

９
月
２１
日
に

「生
協
強
化
月
間
ス

タ
ー
ト
交
流
集
会
」
を
開
催
し
、

支
部
間
で
仲
間
ふ
や
し
や
班
活
動

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
や
交
流
を

行
い
ま
す
。

　

１

　

０
月
２２
日
に
健
康
ま
つ
り
を
、

４
年
ぶ
り
に
行
い
ま
す
。
詳
し
＜

は
、
同
封
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
恒

例
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

も
あ
り
ま
す
よ
。

　

２
０
２
３
年
度
の
運
動
方
針
に

も
あ
る
、
「誰
も
が
健
康
で
安
心

し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

＜
り
」
を
す
す
め
ま
し
よ
う
。

　

るつぼう診療所では、 交通手段が無

いなど通院が難しい方のために、２００５

年から送迎ボランティアを実施してい

ます。 しかし、 現在ボランティアさん

が不足しています。

　

長＜続いていて患者さんに大変喜ば

れている送迎ボランティアを継続する

ためにも、 ぜひボランティアにご参加

＜ださい。 ご協力をお願いします。

　
　
　
　

　　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
親
会
の
よ
う
す

が
始
ま
り
ま
す

　　

「な
ん
な
つ
と
」
通
信

　

支
援
員
中
島
昌
己

香
美
町
の
福
祉
課
地
域
包
括
主

催
の
研
修
会
で
「な
ん
な
っ
と
」

の
活
動
紹
介
を
し
て
欲
し
い
と
の

依
頼
が
あ
り
、
６
月
１２
日

（月
）

に
香
美
町
役
場
で
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
高
齢
者
の
生
活

支
援
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
５０
人

ほ
ど
の
現
役
の
万
で
、
今
ま
で
の

活
動
内
容
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド

を
使
い
３０
分
ほ
ど
説
明
し
ま
し
た
。

発
表
後
に
５
班
に
分
か
れ
た
グ

ル
ー
プ
討
議
に
加
わ
り
ま
し
た
が
、

何
処
も
質
問
収
め
で
、
香
美
町
で

も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

「ど
こ
ま
で
支
援
で
き
る
か
」
の

問
い
に
、
身
体
介
護
は
で
き
な
い

が
「転
ん
で
起
き
上
が
れ
な
い
」

と
電
話
が
あ
っ
た
時
は
対
応
し
た

と
説
明
し
ま
し
た
。
困
っ
た
時
に

最
初
に

「な
ん
な
っ
と
」
が
思
い

浮
か
ん
だ
の
で
し
よ
う
。

　

今
ま
で
も
但
馬
各
地
の
社
協
・

福
祉
関
連
の
研
修
会
や
、
全
国
の

民
医
連
交
流
会
で
声
が
か
か
っ
た

ら
活
動
紹
介
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
以
外
も
対
象
に
し
た

「

な
ん
な
っ
と
」
の
活
動
は
他
に
類

を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
と
し

て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
活

動
を
継
続
し
て
、
左
じ
ま
医
療
生

協
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　 　　　　　　

　

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

診療所診療放射線技師（非常勤）

勤
型
勤
勤

　　

、
′

　　　
常　

　　　
　　

　
　　　
　　

訪

へ
訪

訪

　　

て
、

るつぼう診療所
診療体制 月 火 水 木＊金 土

犠剛
○ ○ ○ ○○ ○

療
時

診
４

後
手

午
鑓

往診・予防接種等 ／
療
時

診
弔

間
手

夜
４８ ／しｏ ｏ ／

００
００

　　

　

　　番８

　

３
　
　

受
受

療
療

診
診

前
間
診

午
夜
体

　

日

間

　

祝

時

　

・
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２０２３年９月１５日（５）
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認知症啓発映画
「オレンジ・ランプ」のご案内

　　

‐ｆＴ覇庶ｒ－ｗ

　　

－ｒ

オレンジ・ランプ

　

械

　　　　　　

．

　　

二

　　

貴地谷しぼり

　　

和田正人

　　　　

”’”≠は，ｔｂａｉｌｆ′、ｉ

　

ｌ園”￥ｆ

　

ｌ汁灸ね【モリ（ミュ
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ー
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も

　　　

も
艦
：キ

　

ーモ
ノ

　

』葛モネメモ；－－．Ａ，〆

　　　

　 　　　

　　　　　

　 　　 　

　　　　　

に－．・‐｛；・「
－－

　　　　　　　　　　

‐

瀧誓璽驚‘冨；織部
に・お擦喜一、

　　

）２０２２「オレンジ・ランプ」 製作委員会

出演：貫地谷しぼり、 和田正人、 伊寄光則、 山田雅人、
赤間麻里子、 赤井英和、 中尾ミ工

　

ほか

　

丹野智文さんをご存じですか？３９歳で若年性認知症

と診断されながら、ｌｏ年後の現在も会社勤務を続１プつ

つ、 認知症本人の相談や講演活動をされています。 こ

の映画は認知症とともに苦しみなか５も笑顔で生きる

丹野さんの実話に基づ＜物語です。

　

認知症カフェ 「ここあん」 代表の山崎敬一さんおす

すめのこの映画をぜひご覧ください。 左じま医療生協

も協賛しています。

日

　

時：２０２３年１１月２３日（木・祝）

開場１３ ５、上映１４：００か５

会

　

場：やぶ市民交流広場（ＹＢフアブ）ホール

入場料：５００円

主

　

催：認知症啓発映画上映実行委員会

事務局：養父市社会福祉協議会

協

　

賛：なじま医療生活協同組合

お問い合わせ・チケット申し込み先

養父市社会福祉協議会

　

０７９‐６６２‐０１６０（事務局）

山 崎 敬 一

　

０９０‐１９０１‐７６７８

　

（認知症啓発映画上映実行委員長）

わ匠しのおすすめレシピ ◎

　

おガらサラダ
まだまだ暑い！簡単おすすめ料理

おか５………………ｌｏｏｇ

卵………………………１個

きゆうり………………１本

ハム……………………４枚

塩、 こしよう…・…・… 少々

栄養士

　

岸本 美津子

材

　

料 （４人分）
調味料Ａ

［書房書評・バツ豪雪喜
作り方

①

　　

鍋ーＺおからを入れて、 か５煎りする。（レンジで１分３０秒ほどチンしてもＯＫ）

②

　　

固ゆで卵を作り、 粗みじん切りにする。 ハムはｌｃｍ角に切る。

③

　　

きゆうりは小□切りにし、 塩でもａｉ。
④

　　

おからの粗熱が取れたら、 Ａと②③を合わせ塩こしょうで味を調える。
＊ねりワサビ小さじ１ほど加えたり、 醤油を少しだ５したりとアレンジも楽しいです！

１７月号で紹介した盛重力哉さん宅の一番大きな醗県が、８月２９日に永眠しきヨＥ１左。取材に行つた春木があ見送りさせて頂きました。ｌ


